
国立研究開発法人理化学研究所・情報統合本部・研究員

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

８２４０１

若手研究

2022～2020

「体験の伴う」表情表出の時系列パターンに関する日英共同研究

A joint Japanese-English research project examining the temporal patterns of 
facial expressions with accompanying experiences.

２０８４５９６１研究者番号：

難波　修史（Namba, Shushi）

研究期間：

２０Ｋ１４２５６

年 月 日現在  ５   ６ ２７

円     2,900,000

研究成果の概要（和文）：体験の伴う表情が体験が伴わない意図的に作成された表情とどのように異なる表出的
特徴を有しているかは明らかとなっていない。そこで本研究では，体験の伴う表情はどのような形態的特徴を有
するか，「体験が伴う」と判断される表情はどのような形態的特徴を有するか，そしてそれらの表情を観察者は
どのように解するか，という点に関して日英で協力して研究を展開した。その結果，体験の伴う驚き表情に関し
ては、表情反応に非対称性があり、相互相関が驚いたふりをする表情よりも小さくなることが明らかとなった。
これらの研究成果により，広く「体験の伴う」表情の時系列パターンについて多くのことが記述出来た。

研究成果の概要（英文）：The distinctive expressive characteristics that differentiate facial 
expressions that are accompanied by experiences from intentionally created facial expressions that 
are not accompanied by experiences have not been fully understood. Therefore, this study aimed to 
investigate the morphological features of facial expressions that are accompanied by experiences, 
the morphological features of facial expressions that are judged to be accompanied by experiences, 
and how observers interpret these expressions, through a joint research project between Japan and 
the United Kingdom. As a result, it was revealed that surprise facial expressions accompanied by 
experiences exhibit asymmetry in their facial reactions and have smaller inter-correlation than 
facial expressions that are pretending to be surprised. These research findings contribute to a 
better understanding of the temporal patterns of facial expressions that are accompanied by 
experiences.

研究分野：実験心理学

キーワード： 表情　感情　驚き

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
「体験の伴う」表情について明らかにすることは，感情の理論を再構築するための基盤を提供する意味で学術的
意義を持つ。従来の感情理論は，基本感情理論と呼ばれる感情と表情の対応を意図的に作られた表情に依拠して
説明するモデル (e.g., Ekman, 1999) であった。そのため，「実際の感情が生じる場面」での説明力が希薄で
あり，その理論に依拠して作られた感情推定アルゴリズムなども失敗を余儀なくされてきた。本研究成果はそれ
ら従来の問題に対して，「実際の感情体験場面で生じうる平均的な表情運動」を記述するものである。すなわ
ち，より精度の高い感情推定アルゴリズムの開発に与する社会的意義も有している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
情動の体験に伴って生じる表情 (以下，体験表情) は，そうした体験の伴わない意図的に作成
された表情 (以下，意図表情) とは異なる表出神経プロセスを有し (Rinn, 1984)，より多くの協
力行動を知覚者から引き起こす (e.g., Krumhuber et al. 2013)。先行研究では二種類の表情が操
作的に定義されたうえで無批判に使用されるが (e.g., McLellan et al., 2010)，体験表情と意図
表情の間にどのような表出的特徴の違いがあるかは不明瞭なままである。驚きは激しい喜びや
おぞましい嫌悪などの強い情動体験と結びつきやすく (Noordewier et al., 2018)，情動処理の初
期プロセスと対応するため (Scherer, 2001)，基礎的情動として位置付けられている。申請者ら
の先行研究から，驚き体験表情は驚き意図表情と表情筋の表出順序が異なり，体験表情の場合で
瞼の動きが眉の動きよりも早く生じることが示された (図 1)。 
しかし，申請者らが報告した驚き体験表情の時系列パターンが他文化圏の表情にもあてはま
るかは明らかでない。Buck (2002) の理論によると，嫌悪を体験す際に汚物を体内に取り込むま
いと上唇をあげるように体験表情は適応的機能と直接結びつくことを想定している。そのため
に体験表情では文化を超えた普遍的なパターンが観察されることが予測される。実際，スイスの
研究チームは観察者側の観点から申請者らの先行研究と合致する知見を報告している (Jack et 
al., 2013)。また，適応的機能と体験表情が不可分なのであれば，観察者も意図表情よりも体験
表情に対して適応的な反応が生じると予測されるが，実証には至っていない。 
まとめると，(1) 体験表情と意図表情の時系列パターンの違いは頑健であり，文化普遍的である
のか，そして (2) 体験表情と意図表情の違いを観察者は検知し，異なる行動が生じるのか，とい
う二点が未解明であった。これらの疑問に答えるべく，本研究を展開した。 
 
２．研究の目的 
 本研究では Namba et al. (2017) で報告された驚き体験表情の時系列パターンが再現される
かを確認し，同様の驚き表情が日本人以外の表出者である英国人においても観察されるかを明
らかにすることを目的とした。さらに，体験表情と意図表情が観察者の行動を変容させるかを明
らかにすることを二つ目の目的とした。 
 
３．研究の方法 
 まず，研究 1 で英国人による以下に記述する 4 種類の驚き表情を対象とした検討を行った：
(1)びっくり箱で驚いた反応, (2)驚いたふりをする, (3)自然な驚き反応をする人を見た後に驚
いたふりをする, (4)びっくり箱がどのように動くのかを事前に理解したうえで驚いたふりをす
る。それら 4種類の表情反応の瞼と眉のベクトル運動を DeepLabCut によって追跡し，それらの
速度や相互相関などを計算した。 
研究 2 ではそうした形態の異なる表情をふまえたうえで，それらに対して観察者がどのよう
に反応するのか，その体験共有プロセスに着目し検討を行った。より具体的には，表情を観察者
に提示し，それに対して「体験が伴うかどうか」という判断と「同様の体験が生起したか」を測
定した。測定データに対して，多項過程ツリーモデルと呼ばれる反応に至るまでのプロセスを数
理的に記述した統計モデルを適用しその潜在変数を抽出した。 
研究 3 では別の文脈で観察者がそれらの表情に対してどのようにふるまうのかを検討するた
めに，表情を学習の Feedback として適用した際の観察者による学習行動を検討した。 
さらに知見を拡張するべく研究 4 では，日本人でない英国人も含めた多国籍集団の笑顔に関
する形態的情報を多変量解析によって分析し，その量的な違いを分析した。 
ここまでの本研究の成果において，喚起条件のみならず，観察者の解釈において「体験が伴う」
と判断される表情の重要性が明らかとなった。そこで研究 5においては，その解釈に基づいて多
変量解析を行い，多くの人が「体験を伴う」および「体験が伴わない」 と判断する表情の特徴
に関して検討を行った。 
 
４．研究成果 
 研究 1の結果，体験の伴う驚き表情に関しては，表情反応に非対称性があり，相互相関が驚い
たふりをする表情よりも小さくなることが明らかとなった。この結果は Namba et al. (2017)の
結果と合致するものではなく，体験・意図表情の文化差が明らかとなった。 
研究 2の結果，体験共有のプロセスにおいて「体験がある」と判断されることが体験の共有を
判断するうえで重要な指標であること，そしてそのプロセスには個人差が存在することが明ら
かとなった。 
研究 3の結果，より自然な感情表情が Feedback される場合のほうがより観察者の学習率が低
下することが明らかとなった。 
 研究 4 の結果，体験表情の特徴には動的なパターン変化が重要であることが明らかとなっ
た。さらに研究 5の結果，「体験を伴わない」と判断される表情は，より口を大きく開く運動が
見られ，「体験が伴う」と判断される表情に関しては表情運動の立ち上がりがより緩やかとなる，



という時系列情報上の違いを明らかにした。以上の研究により，日本人と英国人の「体験の伴う」
表情表出の時系列パターンが明らかとなった。 
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